
の児童が、昔の人々の暮らしを体験することを目的に、

土器の分類体験 発掘調査と学校周辺の遺跡

の体験学習を行いました。

黒曜石製の石器で紙や野菜を切る体験をしました。

静岡市立清水駒越小学校

石器の試し切り体験

＜児童の感想＞

＜児童の感想＞

埋蔵文化財センターの仕事についての話を聞き、学校周辺の遺
跡について学習をしました。

＜児童の感想＞

＜先生方の感想＞

縄文土器、弥生土器、須恵器の３種類の土器片を完
形土器と見比べて分類する体験をしました。

・似たような土器がいくつもあり迷った。
・どこを見れば違いが分かるのかよく見たら、なんとなく分かって
きた。
・分類で当たってうれしかった。

・思った以上に切れた。
・コツをつかむと切ることができ楽しかった。
・昔の人の苦労が分かった気がする。

・まさか駒越小学校の下に遺跡が眠っているなんて驚き。
・身近なところに遺跡があると知りうれしくなった。
・いまだに発掘できる遺跡があり、何百年経っても残っていること
は奇跡だと思った。

聞く・体験する・考えるなど充実した活動ができた。学校周辺の遺跡について知る
ことができ、歴史を身近に感じたのではないかと思う。興味をもってほしい。火起
こしの体験も授業に合わせて体験させたい。
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